
平成27年度裾野市一般会計決算の概要

歳入決算額

歳出決算額

歳入歳出差引額

翌年度へ繰り越す
べき財源

実質収支額

(単位：千円、％）

27年度 26年度 増減額 増減率（%） ※都市計画税の充当状況

11,075,002 11,561,921 △ 486,919 △ 4.2平成27年度都市計画税決算額

3,286,937 3,316,925 △ 29,988 △ 0.9 401,452千円

1,926,224 2,291,350 △ 365,126 △ 15.9 ○裾野駅周辺整備費

4,947,838 5,027,488 △ 79,650 △ 1.6   事業費  　1,036,311千円

107,595 102,853 4,742 4.6   うち一般財源  371,430千円

404,956 422,597 △ 17,641 △ 4.2 ○平松深良線街路費

401,452 400,708 744 0.2   事業費　  244,413千円

 地方譲与税 191,605 182,641 8,964 4.9   うち一般財源42,659千円

1,158,507 722,162 436,345 60.4 ○都市計画事業公債費

 地方交付税 89,223 193,800 △ 104,577 △ 54.0 　（一般会計）

 国庫支出金 3,195,642 2,660,936 534,706 20.1   事業費     172,165千円

943,293 812,550 130,743 16.1   うち一般財源 172,165千円

82,614 52,872 29,742 56.3 ○下水道事業特別会計

948,459 728,310 220,149 30.2
    （公共下水道事業費、流域下
   水道事業費、公債費）

85,000 0 85,000 皆増   事業費　933,627千円

780,781 603,622 177,159 29.3  うち一般財源 491,809千円

603,792 446,750 157,042 35.2

1,424,765 1,227,626 197,139 16.1 事業費 計 2,386,516千円

2,073,800 1,628,800 445,000 27.3  うち一般財源　1,078,063千円

歳入の主な項目

区   分

 市　税

  個人市民税

  法人市民税

 繰入金

  固定資産税(交付金含)

  軽自動車税

  市たばこ税

  都市計画税　※

　都市施設建設基金繰入金

 地方消費税交付金

 財産収入

　財政調整基金繰入金

 繰越金

 市　債

 諸収入

 県支出金

歳入・歳出の特徴

○歳入決算額は、対前年比 +10.4％、2,197,409千円の増となった。
主な増額要因：国庫支出金が地方創生関連事業や、市民体育館リニューアル事業等に伴う防衛施設周
辺民生安定施設整備事業補助金等の増により534,706千円の増、地方消費税交付金が平年化により
436,345千円の増、繰入金が財政調整基金取崩しの増により220,149千円の増、市債が最終処分場（第二
期）整備事業の借入などにより445,000千円の増となった。
主な減額要因：税率改正等により法人市民税が365,126千円の減、不交付団体となったことに伴い地方交
付税が104,577千円の減となった。

○歳出決算額は、対前年比 +10.0％、2,008,266千円の増となった。
主な増額要因：土木費が裾野駅周辺整備費等により842,169千円の増、教育費が市民体育館リニューア
ル事業等により643,979千円の増、民生費が保育所運営関連事業費等により567,931千円の増となった。
主な減額要因：諸支出金が都市施設建設基金積立金の減等により 368,696千円の減、公債費が元利償
還金の減により203,227千円の減となった。
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歳出の主な項目
□　款別経費の特色 (単位：千円、％）

区   分 27年度 26年度 増減額 増減率（%）

議　会　費 219,392 208,237 11,155 5.4

総　務　費 2,176,191 2,093,640 82,551 3.9

民　生　費 5,461,661 4,893,730 567,931 11.6

衛　生　費 3,259,418 2,894,892 364,526 12.6

労　働　費 760,572 786,200 △ 25,628 △ 3.3

農林水産業費 378,453 320,300 58,153 18.2

商　工　費 227,523 253,486 △ 25,963 △ 10.2

土　木　費 3,370,669 2,528,500 842,169 33.3

消　防　費 1,051,276 989,960 61,316 6.2

教　育　費 3,150,349 2,506,370 643,979 25.7

諸 支 出 金 352,758 721,454 △ 368,696 △ 51.1

公　債　費 1,714,696 1,917,923 △ 203,227 △ 10.6

□　性質別経費の特色 (単位：千円、％）

27年度 26年度 増減額 増減率（%）

 物　件　費 3,886,807 3,595,628 291,179 8.1

 維持補修費 168,366 160,018 8,348 5.2

 扶  助  費 3,603,857 2,785,209 818,648 29.4

 補 助 費 等 1,068,241 1,021,690 46,551 4.6

 普通建設事業費 5,248,338 3,877,825 1,370,513 35.3

   うち補助分 2,620,463 1,897,245 723,218 38.1

   うち単独分 2,528,079 1,816,483 711,596 39.2

 積　立　金 358,086 727,812 △ 369,726 △ 50.8

□　各種会計決算総括表 (単位：千円)

歳入 歳出 歳入歳出差引額 備　　　考

一般会計 23,245,894 22,122,958 1,122,936

特別会計 10,702,342 10,334,752 367,590

  国民健康保険 5,944,760 5,713,109 231,651

  後期高齢者医療 446,528 442,161 4,367

  介護保険 3,054,218 2,925,674 128,544

  土地取得 208 207 1

  十里木高原簡易水道 53,657 53,656 1

  下水道事業 1,149,986 1,149,285 701

  墓地事業 52,985 50,660 2,325

合　　　計 33,948,236 32,457,710 1,490,526

決算額 備　　　考

水道事業会計 収益的 収入 1,015,007

支出 738,184

資本的 収入 34,586

支出 442,018

地方債及び基金現在高

27年度 26年度 増減額 　　　　備 　考 27年度 市民1人あたり

地方債 19,972,707 19,363,102 609,605 378,099円

基金 9,104,283 9,337,867 △ 233,584 172,351円

　うち財政調整基金 5,706,526 6,147,818 △ 441,292 108,029円

　うち都市施設建設基金 2,102,630 2,177,677 △ 75,047 39,804円

平成28年3月31日現在　住民基本台帳人口 52,824人

主な増減理由

賃金､旅費､委託料の増など

議員共済費の増など

ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰ制度関連費の増など

保育所運営関連事業費の増など

最終処分場（第二期）整備事業費の増など

勤労者住宅建設資金貸付金の減など

須山浅間神社周辺整備事業費の減など

屋上緑化推進事業費の増など

消防車両整備事業費の増など

土地区画整理事業費の増など

元利償還金の減

主な増減理由

裾野駅周辺整備費の増など

市民体育館ﾘﾆｭｰｱﾙ事業費等の増など

都市施設建設基金等の積立金の減など

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額407,432千円
は、過年度分損益勘定留保資金、当年度分消費税及び地方消費
税資本的収支調整額で補てんした。

道路橋梁維持費の増など

公立保育園給付費の増など

戸籍台帳事務の増など

市民体育館ﾘﾆｭｰｱﾙ事業費の増など

都市施設建設基金積立金の減など
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平成27年度裾野市特別会計決算の概要

◆　国民健康保険特別会計
歳入決算額 5,944,760千円 （ 対前年度比 8.6% 468,982千円 )
歳出決算額 5,713,109千円 （ 対前年度比 10.8% 558,103千円 )

歳入の主な項目 (単位：千円、％）

27年度 26年度 増減額 増減率（%）

国保税 1,261,247 1,269,374 △ 8,127 △ 0.6

国庫支出金 795,756 884,257 △ 88,501 △ 10.0

療養給付費等交付金 200,715 280,196 △ 79,481 △ 28.4

繰入金 370,045 361,179 8,866 2.5

他会計繰入金 370,045 324,549 45,496 14.0

歳出の主な項目 (単位：千円、％）

27年度 26年度 増減額 増減率（%）

保険給付費 3,400,552 3,402,132 △ 1,580 △ 0.1

介護納付金 255,245 279,607 △ 24,362 △ 8.7

共同事業拠出金 1,169,280 595,160 574,120 96.5

保健事業費 57,644 60,525 △ 2,881 △ 4.8

◆　後期高齢者医療事業特別会計
歳入決算額 446,528千円 （ 対前年度比 2.5% 10,940千円 )
歳出決算額 442,161千円 （ 対前年度比 2.6% 11,310千円 )

歳入の主な項目 (単位：千円、％）

27年度 26年度 増減額 増減率（%）

保険料 381,072 376,245 4,827 1.3

繰入金 59,499 53,865 5,634 10.5

歳出の主な項目 (単位：千円、％）

26年度 25年度 増減額 増減率（%）

広域連合納付金 441,669 430,405 11,264 2.6

◆　介護保険特別会計
歳入決算額 3,054,218千円 （ 対前年度比 1.7% 49,932千円 )
歳出決算額 2,925,674千円 （ 対前年度比 1.3% 38,102千円 )

歳入の主な項目 (単位：千円、％）

27年度 26年度 増減額 増減率（%）

保険料 755,591 668,329 87,262 13.1

国庫支出金 571,614 555,011 16,603 3.0

支払基金交付金 762,492 778,411 △ 15,919 △ 2.0

県支出金 426,983 426,421 562 0.1

繰入金 471,922 516,548 △ 44,626 △ 8.6

一般会計繰入金 471,922 464,548 7,374 1.6

歳出の主な項目 (単位：千円、％）

27年度 26年度 増減額 増減率（%）

総務費 127,426 117,654 9,772 8.3

保険給付費 2,699,837 2,681,000 18,837 0.7

地域支援事業費 54,669 56,145 △ 1,476 △ 2.6
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◆　土地取得特別会計
歳入決算額 208千円 （ 対前年度比 1.0% 2千円 )
歳出決算額 207千円 （ 対前年度比 1.0% 2千円 )

歳入の主な項目 (単位：千円、％）

27年度 26年度 増減額 増減率（%）

財産収入 207 205 2 1.0

歳出の主な項目 (単位：千円、％）

27年度 26年度 増減額 増減率（%）

用地取得費 207 205 2 1.0

◆　十里木高原簡易水道特別会計
歳入決算額 53,657千円 （ 対前年度比 48.5% 17,535千円 )
歳出決算額 53,656千円 （ 対前年度比 48.5% 17,535千円 )

歳入の主な項目 (単位：千円、％）

27年度 26年度 増減額 増減率（%）

使用料 30,779 31,026 △ 247 △ 0.8

分担金及び負担金 108 108 0 0.0

歳出の主な項目 (単位：千円、％）

27年度 26年度 増減額 増減率（%）

水道管理費 53,497 35,963 17,534 48.8

◆　下水道事業特別会計
歳入決算額 1,149,986千円 （ 対前年度比 19.4% 186,803千円 )
歳出決算額 1,149,285千円 （ 対前年度比 20.3% 193,953千円 )

歳入の主な項目 (単位：千円、％）

27年度 26年度 増減額 増減率（%）

分担金及び負担金 12,737 9,488 3,249 34.2

使用料及び手数料 188,711 184,475 4,236 2.3

国庫支出金 141,950 98,850 43,100 43.6

繰入金 506,967 497,266 9,701 2.0

市債 291,400 167,600 123,800 73.9

歳出の主な項目 (単位：千円、％）

27年度 26年度 増減額 増減率（%）

事業費 696,826 513,675 183,151 35.7

公共下水道事業費 446,413 317,480 128,933 40.6

流域下水道事業費 34,755 16,158 18,597 115.1

総務管理費 195,029 158,012 37,017 23.4

公債費 452,460 441,657 10,803 2.4

◆　墓地事業特別会計
歳入決算額 52,985千円 （ 対前年度比 2.7% 1,417千円 )
歳出決算額 50,660千円 （ 対前年度比 3.7% 1,828千円 )

歳入の主な項目 (単位：千円、％）

27年度 26年度 増減額 増減率（%）

事業収入 19,832 26,786 △ 6,954 △ 26.0

繰入金 20,989 10,625 10,364 97.5

市債 9,400 10,800 △ 1,400 △ 13.0

歳出の主な項目 (単位：千円、％）

27年度 26年度 増減額 増減率（%）

墓地事業費 14,008 14,413 △ 405 △ 2.8

公債費 36,651 34,419 2,232 6.5
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主要事業の概要

(単位：千円)

1 だれもが将来にわたってすこやかに暮らせる健康と福祉の「すその」 65事業 4,711,766

№ 区分 事務事業名 事業概要 事業費
事業
コード 備考

1 継続 ヘルシーパーク裾野管理運営費 42,330 0338

2 継続 筋力向上トレーニング事業 4,253 0406

3 継続 すその健康マイレージ事業 285 0406

4 継続 母子保健事業費 47,135 0402

5 継続
母子保健事業費
（不妊治療費助成事業）

10,880 0402

6 継続 各種がん検診事業 199,520 0425

7 継続 予防接種事業 151,526 0410

8 継続 福祉保健会館管理事業 46,695 0409

9 増額 裾野赤十字病院救急医療対策補助事業 54,000 0401

10 増額 裾野赤十字病院医療機器整備費補助事業 15,000 0401

11
将来
新規

裾野赤十字病院医師確保等支援事業 446 0401

12 継続 裾野赤十字病院施設整備費補助事業 70,823 0401

13 継続 沼津医師会救急医療委託事業 19,527 0401

14 継続 歯科休日救急医療委託事業 2,354 0401

15 継続 沼津夜間救急医療センター運営事業 11,807 0401

16 継続 広域救急医療情報システム等運用負担金 2,592 0401

17 継続 国民健康保健特別会計操出金 370,045 0303

18 継続 後期高齢者医療事業 59,499 0426

19
将来
新規

健康・医療情報を活用した予防・保健事業
（ﾃﾞｰﾀﾍﾙｽ事業）

- 5302
庁内計画
策定

20 継続 第3次地域福祉計画策定事業 2,290 0301

21 継続 社会福祉協議会補助金事業 17,719 0301

22 継続 生活保護事業(その他扶助含む) 188,153 0365

23 増額 臨時福祉給付金給付事業 26,946 0301

24 新規 生活困窮者支援事業 5,819 0365

25 継続 老人福祉センター運営事業 12,403 0306

26 継続 敬老会事業 25,397 0306

27 継続 シルバー人材センター運営費補助事業 11,700 0520

28 継続 老人ホーム入所措置事業 46,771 0308

　定期予防接種及び任意予防接種を実施する

　福祉保健会館の維持管理を実施する。

　ヘルシーパーク裾野の管理運営を図る。

　認知動作型トレーニングマシン等による成人の運動習慣の定
着を図る。

　「健康ﾏｲﾚｰｼﾞ」ﾎﾟｲﾝﾄ制度を導入し、ﾎﾟｲﾝﾄ達成者へのインセ
ンティブにより健康づくりへの意識向上を図る。

　妊娠から出産、育児まで一貫して安心安全に暮らせるため、
母子健康診査等の事業を実施する。

　不妊治療費の経済的負担の軽減を図るため、治療費の一部
を助成する。

　早期発見、早期治療に向けて、成人各種がん検診を実施す
る。

　夜間休日など救急医療に対応するため、補助を実施する。

　医療機器の整備が図られるための補助を実施する。

　医師の事務負担を軽減するための職員に関わる経費を補助
し、医師の確保を図る。

　裾野赤十字病院の医療環境の向上及び充実を図るため、施
設の整備に対し助成する。

　在宅輪番制による初期救急医療、外科・脳神経外科・循環器
科の第２次救急医療を委託する。

　在宅輪番制による休日歯科救急医療を委託する。

　沼津夜間救急医療センターの運営について負担する。

　市民が安心して医療を受けられるように、二次救急医療の充
実を図るため、新たな広域救急医療情報システム等の運営費
用を負担する。

　国民健康保健特別会計への一般会計からの繰出金

　後期高齢者医療特別会計への一般会計からの繰出金

　市の特性に沿った、効果的・効率的な予防・保健事業を図る
ための実施計画を策定し、生活習慣病の予防等を通じて、医療
費の削減に資する。

　福祉の充実を図るために、28年度から32年度までの5年間を
計画期間とした第3次地域福祉計画を策定。

　社会福祉法に基づき設置された社会福祉協議会の運営費を
補助する。

　生活困窮者に対する、生活・住宅・介護・教育・医療等の扶助
を行う。

　消費税率の引き上げの影響等を踏まえ、低所得者に対し給
付措置を行う。

　生活困窮者からの相談に対応するため相談窓口等の拡充を
図る。（国制度改正事業）

　老人福祉センターの維持保全及び管理を委託する。

　老人の日、老人週間にあたり、高齢者を敬い励ますことを目
的に敬老会を開催する。

　高齢者への就労支援や生きがい対策として、シルバー人材セ
ンターの運営に対し補助金を交付する。

　身寄りの無いか、身内からの支援を受ける事の困難な65歳以
上の高齢者で在宅での生活が困難な者に、生活の場を提供す
る。
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№ 区分 事務事業名 事業概要 事業費
事業
コード 備考

29 継続 高齢者医療費助成事業 27,720 0306

30 継続 生きがい対応型デイサービス事業 4,236 0306

31 継続 在宅高齢者等食事サービス事業 2,946 0306

32 継続 老人日常生活用具給付・貸与事業 7,333 0306

33 継続 高齢者雇用拡大推進事業 289 0520

34 継続 介護保険事業 471,922 0304

35 継続 障害者自立支援給付事業 565,230 0313

36 継続 重度障害者児医療費助成事業 72,975 0312

37 継続 障害者医療費助成事業 9,984 0313

38 継続 障害児者ﾗｲﾌｻﾎﾟｰﾄ事業 344 0314

39 増額 障害者相談支援事業 24,851 0314

40 継続 障害児入所給付費等事業 84,178 0313

41 継続 難病患者介護家族リフレッシュ事業 117 0314

42 継続 放課後児童健全育成事業 35,742 0341

43 継続 公立保育園運営事業 15,574 0345

44 継続 私立保育園運営事業 528,422 0345

45 継続 特別保育事業補助金交付事業 11,983 0345

46 継続 多様な保育推進事業補助金交付事業 27,472 0345

47 新規 児童館改修事業 4,428 0355

48 継続 こども医療費助成事業 102,962 0340

49 継続 児童手当事業 948,202 0340

50 継続 乳幼児医療費助成事業 113,127 0340

51 継続 未熟児養育医療費助成事業 3,944 0340

52 増額 子育て世帯臨時特例給付金給付事業 23,778 0340

53 継続 児童扶養手当支給事業 138,352 0360

54 継続 母子家庭等医療費助成事業 8,004 0360

55 継続 母子家庭等自立支援事業 871 360

56
将来
継続

少子化対策強化事業
①地域における子育て相談体制強化事業

645 0340

57
将来
継続

少子化対策強化事業
②みらいのﾊﾟﾊﾟﾏﾏｽｸｰﾙ事業

206 0340

　高齢者の医療費自己負担の一部を助成する。

　独居老人高齢者に週3回ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ等の各種ｻｰﾋﾞｽを提供す
る。

　独居（世帯）高齢者に週3回の配食と安否確認を行う。

　介護認定を受けた在宅の高齢者が使用する紙おむつ等の購
入費を助成する。

　  高齢者雇用のＰＲを進めることにより、地域高齢者の労働力
をさらに活用して、生きがいづくりにつなげる事業を推進する。

　介護保険特別会計への一般会計からの繰出金

　在宅での入浴等の介護、外出への支援や、施設での介護・訓
練等にかかるサービスの提供及び補装具の助成を行う。

　重度障がい者児の医療費自己負担分を助成する。

　身体障がい者等に対して医療費を助成する。

　障がい児者に対する生活サービスを提供する。

　障がい者の課題解決や適切なｻｰﾋﾞｽ利用に向けて、ｹｱﾏﾈｼﾞ
ﾒﾝﾄによりきめ細かく支援するため、福祉ｻｰﾋﾞｽ利用者全員へ
計画相談と合わせ一般相談の体制充実を図る。

　児童発達支援、放課後等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ、保育所等訪問支援等を
通して障害特性に応じた専門的な支援が受けられるようにす
る。

　在宅で人工呼吸器を使用している方等を対象に、患者家族の
介護負担の軽減を図るため、訪問看護費用の一部を助成す
る。

　昼間保護者がいない家庭の低学年児童を預かることにより安
全で豊かな放課後生活を確保する。

　公立保育園での集団生活をより良くするための保育内容の充
実・給食の管理運営を行う。

　私立保育園の運営に対して補助を行う。

　国県が定める特別保育事業を実施する私立保育園に対して
事業費の補助を行う。

　乳幼児・外国人・障害児などの保育等を行う保育園に対して
補助を行う。（県事業交付事務）

　南児童館を改修し、建物使用を延命化する。

　保護者の負担軽減を図り小中学生の健やかな成長に寄与す
るため医療費を助成する。

　生活の安定、次代を担う児童の健全育成、資質の向上を目的
として手当を支給する。

　保護者の負担軽減を図り乳幼児の健やかな成長に寄与する
ため医療費を助成する。

　入院療法を必要とする未熟児に対して医療費を助成する。

　消費税率の引き上げの影響等を踏まえ、子育て世帯に対し
て、臨時特例的な給付措置を行う。

　ひとり親家庭等の生活安定に寄与するとともに次代を担う児
童の健全育成及び資質の向上のために扶養手当を支給する。

　ひとり親家庭の負担軽減を図り児童の健やかな成長に寄与
するため医療費を助成する。

　ひとり親家庭の母または父が自立に向けて就業に有利となる
資格取得に係る経費等を支給する。

　「子育て支援パートナー」の養成及び「相談支援員」の配置を
行う。新たに男性向け講座を開催した。

　中学生を対象とした「みらいのパパママスクール」を開催。
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№ 区分 事務事業名 事業概要 事業費
事業
コード 備考

58
将来
継続

少子化対策強化事業
③子育て中の母親ﾈｯﾄﾜｰｸ形成事業

600 0344

59
将来
継続

少子化対策強化事業
④子育て情報ｻｲﾄ更新事業

900 0344

60
将来
継続

少子化対策強化事業
⑤パパママスクール事業

86 0402

61 新規
スマホユーザーを含む、子育て支援情報の
効果的な発信事業

5,499 0237
【第1回補
正・少子
化】

62 新規 放課後児童室時間延長調査研究事業 2,156 0341
【第1回補
正・少子
化】

63 新規 裾野市認証保育施設支援事業 17,038 0345
【繰越明許
費・地方創
生】

64 新規 子ども連れ親子交流促進事業 1,484 1061
【繰越明許
費・地方創
生】

65 新規
みんなで子育てするまち推進事業【裾野市・
長泉町連携事業】

2,251 0222
【第3回補
正】

2 成長するよろこびと地域のつながりで心の豊かさを育む「すその」 29事業 1,416,160

№ 区分 事務事業名 事業概要 事業費
事業
コード 備考

66
将来
継続

幼児を対象とした外国文化ふれあい事業 4,406
0345
1045

67 継続 幼稚園管理運営事業 10,984 1045

68 継続
裾野市私立幼稚園授業料等負担軽減事業
費補助金

20,042 1045

69 増額 東小学校耐震・大規模改修事業 163,869 1011

70 継続 小学校管理運営事業 274,297 1011
【繰越明許
費・45,600
千円】

71 継続 中学校管理運営事業 154,144 1030
【繰越明許
費・21,400
千円】

72 継続 学校給食センター調理機器設備事業 19,980 1037

73 新規 学校給食ｾﾝﾀｰ施設修繕事業 3,521 1037

74 継続 裾野市地域学校支援事業 842 1005

75 継続 不登校・問題行動等対策事業 2,851 1005

76 継続 児童生徒健康診断事業 20,651 1005

77 継続 非常勤講師派遣事業 101,299 1005

78 継続 学力向上支援事業 9,602 1005

79
将来
新規

「学びの森」運営事業 12,760 1005

80
将来
継続

学力向上ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ事業 809 1005

81 継続 特別支援員配置事業 13,748 1005

82 継続 外国語教育・海外交流事業 15,639 1005

　子育て中の方々の有するスキルを有効に活用して、各種講座
（英語教室、リトミック、バトン、体操教室等）を開催する。

　企業の有する資源で地元に開放できる情報やベビーカーで通
過しにくい場所についての情報等、子育てに有効な各種情報を
収集し、サイトを構築・運営する。

　初妊婦、配偶者及び家族を対象とした妊娠・出産・育児に関
することについての講座を開催する。　（通年実施）

　市が積極的に発信しているオープンデータを活用し、子育て
世代が必要としている情報を配信できるアプリを開発する。

　放課後児童室の終了時間を18時から19時に延長し、利用者
のニーズ調査を実施した。

　認可施設（保育園・幼稚園）以外に、一定の基準を満たす子
育て施設への助成制度を創設する。

　女性が能力を発揮しやすい環境づくり、ワークライフバランス
について考えるシンポジウムを開催。

　保育園・幼稚園に外国語指導助手（ALT）を派遣し、幼少期か
ら外国語や異文化に慣れ親しむ機会をつくる。

　幼稚園施設の管理運営を行う。

　私立幼稚園の保護者の経済的負担を軽減するため授業料・
施設設備費補助を行う。

　耐震補強工事とともに施設の老朽化対策として補強棟の大規
模改修を行う。

　多世代の交流の場となる市立図書館に授乳施設やオムツ替
えスペースを整備することで、親子の交流や本に触れる機会の
増加を図る。

　小学校施設の管理運営を行う。

　中学校施設の管理運営を行う。

　給食センターの運営時（平成6年度）から使用している熱風食
缶消毒保管庫を更新する。

　給食センターの建築時（平成6年度）から20年経過し、劣化の
激しい床や設備等の改修を行う。

　地域ぐるみで学校の教育活動に関わるボランティア活動を促
進する。

　学校支援相談員2名を配置し、市内の教育現場の抱える諸問
題(問題行動等)の改善を図る。

　児童・生徒の健康診断及び就学時健康診断を行う。

　TTによる学習支援及び児童の生活支援を行う。

　児童生徒の学力の向上を図るため、少人数指導等、きめ細や
かな指導に当たる学力向上支援員（講師）を配置する。（小学
校3名、中学校1名）

　子どもに質の高い教育を提供していくために、専門的な指導
員を配置し、「学びの森」を設置・運営する。

　自主的な学習を希望する児童生徒の指導のために、放課後
や夏休みなどに学力向上ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱを配置。

　児童生徒の学力向上の一環として、落ち着いた学習環境を確
保するため特別支援員を配置する。（小学校10名）

　小中学校の英語教育の充実に向け、質の高いＡＬＴ業者をプ
ロポーザル方式により選定する。
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№ 区分 事務事業名 事業概要 事業費
事業
コード 備考

83
将来
増額

ほんものとふれあう学習事業 2,697
1006
1088

学校：1,867
生涯：  830

84 継続 旧勤労青少年ホーム管理事業 1,113 1057

85 継続 生涯学習センター管理事業 18,085 1066

86 継続
裾野市十里木キャンプ場給水管布設替事
業

739 0740

87 新規 市民体育館改修事業 349,553 1092

88 新規 運動公園陸上競技場改修事業 52,510 1092

89 継続 学校体育施設開放運営事業 2,804 1095

90 新規 運動公園スポーツイベント活性化事業 2,151 1090
【繰越明許
費・地方創
生】

91 継続 文化センター事業 109,376 1088

92 継続 図書館施設管理事業 46,026 1061

93 新規
図書館AVコーナー用視聴覚機器等更新事
業

457 1061

94 新規 子ども「裾野のモノ・コト」探検隊 1,205 0222
【第3回補
正・地方創
生】

3 市民と行政が手を携えてつくる安心と活力のある「すその」 40事業 2,313,566

№ 区分 事務事業名 事業概要 事業費
事業
コード 備考

95 継続 区長活動支援事業 11,780 0235

96 継続 区運営費補助事業 30,433 0235

97 継続 コミュニティ祭助成事業 2,300 0235

98 継続 コミュニティ助成事業 2,400 0235

99 継続 深良ｺﾐｾﾝ改修事業 7,519 0254

100継続 地区集会所設置事業 1,653 0690

101継続 きれいなまちづくり推進事業 289 1074

102継続 市民活動センター運営事業 4,400 1074

103継続 市民協働推進事業 1,540 1074

104
将来
新規

市営墓地緑化事業 198 6101

105新規 住民票等ｺﾝﾋﾞﾆ交付事業 2,056 0245

106継続 男女共同参画推進事業 565 1075

107
将来
継続

【少子化対策強化事業】 婚活支援事業 1,249 1075

108継続 一般廃棄物収集運搬業務委託事業 139,187 0435

　文化・芸術鑑賞や、外部講師（ﾄｯﾌﾟｱｽﾘｰﾄ・芸術家など）の講
演を聴くなど、ほんものとふれ合う機会を設定。なお、27年度
は、小学校等では「公共ﾎｰﾙ音楽活性化（おんかつ）事業」を同
時に実施した。

　旧勤労青少年ホームの維持・管理を行う。

　生涯学習センターの維持・管理を行う。

　十里木キャンプ場内の老朽化した埋設給水管を布設替する。

　耐震補強及び施設改修工事を行う。（平成27～28年度）

　劣化した全天候型ﾄﾗｯｸ等の改修や備品の購入を行う。

　社会体育施策として、市内各小中学校の体育施設を市民に
開放する。

　富士山の眺望を備えた本市の運動公園に授乳室やオムツ替
えスペースを整備することで、スポーツイベントを通した交流人
口の増加を図る。

　市民を対象に市民文化及び芸術作品の発表の場を提供す
る。

　鈴木図書館及び文化センター図書室の管理運営を行う。

　図書館AVコーナー（DVD,CD,ビデオの視聴覚ブース９ヶ所）用
視聴覚用機器の経年劣化に伴い機器を交換する。

　子ども自身が、市内各地を巡りながら裾野の地域資源や暮ら
し環境について地域の方々と意見交換し、裾野らしいモノ・コト
をまとめ発表した。

　自治組織の円滑な運営を図るため、区長活動費を交付する。

　区の自治組織の円滑な運営、意思の反映及び行政の周知徹
底を図るため、区の事務処理に必要な事務費の一部を交付す
る。

　5地区ｺﾐｭﾆﾃｨ祭の開催を支援する。

　宝くじの社会貢献広報活動事業として、地域のｺﾐｭﾆﾃｨ活動支
援のため、活動に直接必要な設備等に対し助成する。

　市民協働を推進するｺﾐｭﾆﾃｨの拠点として活性化を図るため、
老朽化した施設の改修設計を行う。

　地区コミュニティ活動の拠点となる地区集会所の整備を、地区
要望により行う。

　協働による「きれいなまちづくり推進事業(環境美化活動)」を
推進する。

　市民活動センター設置し、一般社団法人　マチテラス製作所
に運営を委託した。

　市民協働を推進するため、市民提案事業と市民パートナー募
集事業他の市民協働事業を行う。

　市民団体との協働によりｼﾊﾞｻﾞｸﾗ、葉ﾎﾞﾀﾝなどを植栽し、市営
墓地の緑化を推進する。

　市民ｻｰﾋﾞｽの向上を図るため、ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞを用いて住民票
等をｺﾝﾋﾞﾆで取得できるｻｰﾋﾞｽを提供するためのｼｽﾃﾑを構築
し、平成28年2月から実施した。

　性別に関係なく誰もが平等に機会を持ち活躍出来る男女共同
参画を推進するため、フォーラム等を開催する。

　平成10年から取り組んできた結婚相談事業を少子化対策とし
て位置づけ、講座や婚活ｲﾍﾞﾝﾄ事業を実施する。

　可燃ごみ・資源ごみ・埋立ごみ・粗大ごみ・その他ﾌﾟﾗ等のごみ
の収集及び運搬業務を委託する。
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№ 区分 事務事業名 事業概要 事業費
事業
コード 備考

109継続 分別収集奨励事業 5,984 0430

110継続 ﾘｻｲｸﾙ推進事業 35,921 0435

111継続 最終処分場（第二期）整備事業 1,095,441 0446
【繰越明許
費:1,079,87
5千円】

112継続 焼却・破砕施設等維持管理事業 162,811 0435

113継続 美化センター延命化事業 99,000 0435

114継続 最終処分場施設維持管理事業 30,115 0445

115継続 斎場管理運営事業 15,360 0420

116継続 裾野長泉清掃施設組合運営支援事業 126,573 0441

117
将来
増額

新ｴﾈﾙｷﾞｰ機器等（防災・減災対応型）導入
補助事業

13,716 0285

118継続 裾野市環境基本計画策定事業 4,990 0285

119継続 市営墓地事業 50,461 6101

120
将来
増額

美化センター施設更新事業 5,400 0430

121継続 土砂災害ハザードマップ整備事業 2,646 0287

122
将来
増額

防災体制整備事業 86,511 0287
【繰越明許
費:12,613
千円】

123継続 裾野警察署管内防犯協会負担金 2,830 0289

124継続 防犯灯整備補助事業 4,230 0289

125継続 交通安全施設整備事業 5,084 0282

126継続 消費生活に関する啓発活動 789 0730

127継続 消防庁舎、施設維持管理事業 7,918 0901

128継続 消防施設整備維持管理事業 11,613 0920

129増額 消防車両整備事業 185,370 0920

130増額 消防団活動支援事業 74,064 0910

131新規 消防団県大会出場交付金 9,500 0910

132増額 消防救急無線デジタル化整備事業 62,894 0920

133継続 救急高度化推進事業 5,927 0901

134新規 ① 「富士山南東消防組合」発足準備事業 2,849 0901
【第4回補
正】

4 豊かな自然と暮らしやすさが調和した「すその」 1 40事業 2,754,694

№ 区分 事務事業名 事業概要 事業費
事業
コード 備考

　市指定ごみ袋使用を促進し、ごみステーションの良好な環境
を保全するため交付する。

　古紙類・金属類・その他ﾌﾟﾗ等の資源のﾘｻｲｸﾙ回収及び選別
を行い、循環型社会の形成に努める。

　廃棄物の埋立て処理を円滑におこなうため、最終処分場第二
期整備を実施する。

　各施設(機械設備)の運転及び維持管理及び公害対策を実施
する。

　開設から27年が経過する美化センターの設備や装置の段階
的整備を実施し、安定した継続使用を図る。

　ごみ焼却で発生したばい塵や焼却灰等及び市民の埋立て廃
棄物を埋立処分し、浸出水の適正管理を実施する。

　裾野市斎場の利用にあたり、市民サービスの維持と火葬を円
滑に実施するため、斎場施設の適切な維持管理と運営を行う。

　裾野長泉清掃施設組合が運営する、中島苑の維持管理費用
を負担金として支出する。

　新ｴﾈﾙｷﾞｰ機器の購入費用に対する助成。

　市の環境行政の基幹となる基本計画を策定。（H26～27）

　第3号墓域の区画販売及び墓域内の管理を行う。

　老朽化した美化センターの更新を検討するため、施設規模、
概算事業費、建設運営手法等について基本構想を策定する。

　土砂災害（特別）警戒区域の指定に伴うハザードマップを作
成。

　第４次被害想定に伴い防災計画を見直し、地震津波対策交
付金を活用して防災訓練を実施するとともに、避難所や救護所
用防災資機材の充実を図る。

　裾野警察署管内防犯協会の活動に対する負担金

　地区が管理する防犯灯の高照度化を促進しつつ、既存の防
犯灯が地区により適切に管理できるように努める。

　道路反射鏡や区画線等の道路上にある交通安全施設を必要
に応じて新設し、又、施設が有効に機能するよう維持修繕を行
う。

　市民を様々な消費者トラブルから守るために、相談業務等に
取り組む。

　消防防災活動の拠点である消防署、分遣所の建物、設備、車
両等を常時安全に使用可能な状態に維持管理する。

　消火栓等の消防活動上必要な施設、資機材を整備、維持管
理する。

　消防車両整備計画に基づき、消防署の車両(救助工作車・化
学消防車）の更新を行う。

　地震等の大規模災害から住民の生命、身体及び財産を守る
ため、各分団に救助用資機材等を整備する。

　消防操法県大会に出場（12年に1度出場）する西・富岡分団に
対して交付金を交付する。

　２市１町（三島市・裾野市・長泉町）で共同運用する消防通信
指令施設整備に併せて消防救急デジタル無線を整備。

　薬剤投与等、高度救命処置を行うことができる救命救急士の
養成、並びに訓練シミュレーター等の救急資機材の整備。

　平成２８年４月１日から２市１町の消防広域化業務が予定され
ているため、各消防署間に新たな業務ネットワークを整備する
ほか、庁舎・車両・被服などの団体名表示を変更。
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№ 区分 事務事業名 事業概要 事業費
事業
コード 備考

135継続 河川改良事業 24,877 0837
【繰越明許
費：6,284千
円】

136継続 河川維持事業 10,244 0835

137継続 市単独土地改良事業 51,463 0640

138継続 公文名用排水路改修事業 13,713 0622

139継続 市単独林道整備事業 20,574 0663

140継続 県営林道裾野愛鷹線整備事業 7,385 0662

141継続 東富士演習場緑地帯撫育管理事業 13,839 0681

142継続 東富士演習場内洪水調節池管理事業 8,179 0691

143継続 市内公園等の維持管理事業 18,831 0880
【繰越明許
費：5,498千
円】

144継続 裾野駅西土地区画整理事業 1,036,072 0873
【繰越明許
費：119,000
千円】

145
将来
増額

裾野駅ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化整備事業 33,622 0872

146継続 市営住宅維持管理事業 27,473 0895

147継続 住宅等建築物耐震化推進事業 11,534 0841

148
将来
継続

裾野市都市計画マスタープラン策定事業 7,452 0860

149
将来
継続

宅地分譲促進事業 43,100 0863
【繰越明許
費：37,100
千円】

150増額
都市計画決定（都市計画区域区分等）調査
事業

238 0860

151継続 地籍調査推進事業 34,212 0890

152継続
農地整備事業
（通作条件・農道保全対策）

145 0622

153継続 道路関係管理事業 29,092 0803

154継続 道路維持補修事業 82,322 0806

155継続 橋梁維持補修（耐震化）事業 32,463 0812
【繰越明許
費16,246千
円】

156継続 橋梁長寿命化事業 66,722 0812
【繰越明許
費8,669千
円】

157継続 道路ストック総点検・補修事業 12,923 0832

158
将来
新規

（仮称）神山深良線整備事業 29,883 0832

159
将来
継続

東西地区(市街化区域）道路整備計画に基
づく道路整備事業

14,702 0809

160継続 民生安定施設道路整備事業 59,021 0815

　富沢洪水対策排水路を整備した。

　河川の改修、草刈、浚渫により河川機能の維持を実施した。

　安定した農業経営を図るために、農業用排水路の新設、改良
を行った。

　公文名堤(通称)の入り口付近の老朽化した水路を改修した。

　補助事業で対処できない既設林道の改良、舗装工事等を市
費で施工し、効果的な林業経営や森林の適正な管理を実施し
た。

　須山地区林道大沢入線から葛山地区林道葛山線を結ぶ約20
㎞の広域基幹林道を開設し森林整備（利用間伐等）の促進を図
るため、県営事業費の一部を負担した。

　東富士演習場に起因する水害を軽減すると共に周辺環境保
全のため設置された緑地帯の撫育管理を行う。

　東富士演習場内の洪水調節池（又沢・用沢・金沢）の除草等
の管理業務を行う。

　都市公園等の維持管理に係る業務を委託する。

　事業見直し(案)に基づき、都市計画決定や事業計画、実施計
画の変更作業、換地や道路の変更設計などの作業を行う。ま
た、事業継続箇所については、工事や建物移転等を行う。

　誰もが安心安全に裾野駅を利用するため、駅構内にｴﾚﾍﾞｰﾀｰ
等を整備しﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化を図るための工事に対して助成する。
工事：Ｈ27～28年度

　市営住宅の維持管理を行う。

　木造住宅等の建築物耐震化等を推進するためTOUKAI-0事
業を活用

　長期的な都市づくりの方針を新たに定めるため、区域区分や
用途地域の見直しも視野にいれ、計画を策定する。

　市街化区域内の未利用地の優良宅地化を促進するため、基
準を満たした宅地分譲事業に対して助成する。

　区域区分に関する事前協議用の図書等の作成

　平成22年度からの第6次国土調査事業10ヵ年計画に基づき、
事業を実施した。

　県営による深良南堀～須釜間の市道1-4号線道路改良工事
を推進をするため、県営事業費の一部を負担した。

　道路台帳、工事図面等の整備や建設補助金・負担金により、
道路維持の効率的管理を行った。

　道路の修繕、草刈り、原材料支給により、道路機能の維持を
図った。

　防災計画で緊急輸送路に指定されている市道１-18号線（千
福町田線）に架かる野添橋（消防署西側）の耐震化を図るた
め、補修工事を行った。

　橋梁長寿命化のため、橋梁点検に基づき作成した補修計画
に基づき、老朽化した橋の補修工事を実施した。

　国の「インフラ長寿命化基本計画」に基づき、短期修繕に位置
づけられている路線の道路付属物等の補修を行った。

　朝夕の渋滞解消のため、深良地先の市道1-4号線（農免道
路）と御殿場市神山地先を繋ぐ道路を整備するため御殿場市と
共同で測量業務を実施した。

　東西地区内の市街化の促進、緊急車両の通行路確保等を図
るため、道路整備計画に基づく道路整備を行った。

　演習場周辺の道路整備事業（南外周道路）を行った。
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№ 区分 事務事業名 事業概要 事業費
事業
コード 備考

161継続 特定防衛施設整備事業 247,482 0829
【繰越明許
費：55,664
千円】

162継続 市道2-18号線道路整備事業 38,758 0832

163継続 市道2383号線道路改築事業 8,882 0832

164
将来
継続

市道1-26号線整備事業 94,961 0832
【繰越明許
費：9,181千
円】

165継続 道路舗装補修工事 19,724 0832

166
将来
増額

都市計画街路平松深良線整備事業 244,413 0878
【繰越明許
費：141,121
千円】

167継続 すそのーる運行委託事業 31,553 0222

168継続
公共交通空白地域移動確保対策モデル事
業

177 0222

169新規 職と住をつなぐ手段の調査研究事業 2,906 0222
【第3回補
正・地方創
生】

170継続 屋外広告物基本計画策定事業 3,180 0860

171継続 水道企業会計工事負担金 6,666
0803
0873
5601

管理：4,000
区画：  238
下水：2,428

172継続 十里木高原簡易水道事業 22,700 0422

173継続 公共下水道整備事業 333,923 5601

174新規 下水道受益者負担金ｼｽﾃﾑ更新事業 9,288 5604

5 今ある魅力と資源を再発見し、未来へつなげる「すその」 21事業 169,070

№ 区分 事務事業名 事業概要 事業費
事業
コード 備考

175
将来
増額

企業立地促進事業 8,758 0711

176
将来
増額

中小企業支援事業 2,349 0701

177
将来
継続

住宅建設等促進事業 20,773 0701
【繰越明許
費:9,801千
円】

178継続 深良柏木田・西原耕地圃場整備事業 6,000 0608

179継続 鳥獣被害防止緊急捕獲等対策事業補助金 1,314 0608

180継続 景観作物促進事業補助金 1,400 0611

181継続 特産作物奨励助成事業 - 0619

地方創生
（地域特産
作物活性
化支援事
業）に統合

182
将来
継続

地域農業担い手支援事業 314
0603
0608

183新規 地域特産作物活性化支援事業 2,500 0608
【繰越明許
費・地方創
生】

　市道2-38号線（下和田）、市道2274号線（金沢）、市道4388号
線（須山）の道路改良を行った。

　将来の交通需要及び市街地の発展に対応するため、深良地
区と裾野駅周辺の市街地を南北に結ぶ幹線道路を整備した。

　市道2383号線（下和田地区呼子住宅団地から県道富士裾野
線間）の整備に向け測量設計委託を行った。

　都市計画街路平松深良線整備に伴う通過車両の生活道路へ
の流入を防ぐため、平松深良線（公文名工区）の終点部と市道
1－4号線（農免道路）間を整備に向け用地を取得した。

　路面性状調査により策定する「道路舗装長寿命化計画」に基
づき、短期修繕に位置づけられている路線の舗装補修を行っ
た。

　市内の幹線道路を整備するため、平松深良線のうち市民体
育館前通りから千福公文名線、佐野茶畑線から駅東通り間を
整備した。

　中心市街地の活性化と住民の利便性向上のため裾野駅を起
点とした循環バス3路線の運行。

　公共交通空白地域の移動手段を確保するため、地域住民と
の協働により新たな仕組みを構築するため調査研究を実施し
た。

　裾野―東京圏や静岡市などの間の通勤・通学の実態調査を
行い、次年度以降の交通体系編成の基礎資料作成の実施。

　裾野市景観計画に基づき、街並み景観向上のため裾野市独
自の屋外広告物条例制定のための方針を策定する。

　水道企業会計に対しての工事負担金

　十里木高原簡易水道事業に繰出して、管路整備及び運営を
行うことで、十里木地区の水道の安定供給を図る。

　管渠整備について、富沢地区の一部を供用開始できるよう進
め 、順次区域を拡大すべく工事を実施していく。

　受益者負担金システム入替業務

　企業の誘致及び立地維持を図るため、事業用地取得費、建
物機械設備取得費等に対し助成する。

　経営革新、技術開発等に取り組む中小企業や起業を支援す
るため、利子補給や補助金により助成する。

　定住人口の増加及び地域経済の振興を図ることを目的とし
て、住宅の新築等に対して助成する。　新築50万円×25戸　・
耐震補強・ﾘﾌｫｰﾑ20万円×55戸

　県営事業による深良柏木田・西原地区の圃場整備を推進す
るための事業費の一部を負担した。

　「鳥獣被害防止計画」推進のため、捕獲1頭につき市費3,000
円の上乗せと、捕獲用の箱ワナの購入を行った。

　「裾野市パノラマロードを花でいっぱいにする会」の運営に対
して補助を行った。

　あしたか山麓裾野そばの特産化と遊休農地の解消を推進す
るため、そばの栽培に対して助成する。

　将来の農業の担い手を確保するため、農業用機械・施設導入
費用や販路拡大のための展示会出展費用等に対して助成を
行った。

　農産物の６次産業化、特産物の創出を図るため、薬用作物と
そばを地域戦略作物に位置づけ、作付けに対する補助を実施
した。
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№ 区分 事務事業名 事業概要 事業費
事業
コード 備考

184新規 裾野市発屋上緑化推進事業 50,766 0608
【第4回補
正・地方創
生】

185継続
第32回すその阿波おどり大会運営費補助
事業

2,000 0710

186継続 駿東地域職業訓練ｾﾝﾀｰ運営助成事業 5,500 0501

187新規 裾野市プレミアム付き商品券発行事業 29,800 0710
【繰越明許
費・地方創
生】

188新規 中小企業相談・支援事業 1,250 0710
【繰越明許
費・地方創
生】

189新規 ビジネスコンテスト実施事業 3,000 0710
【繰越明許
費・地方創
生】

190継続 裾野市夏まつり補助事業 17,870 0720

191継続 観光振興事業 5,807 0720

192
将来
増額

パノラマロード観光振興推進事業 2,900
0611
0720

商工：1,500
農林：1,400

193新規
ＪＦＡﾌｯﾄﾎﾞｰﾙﾌｭｰﾁｬｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾄﾚｾﾝ研修会
U-12支援事業

800 1090

194新規 「眠れる資源・隠れた魅力」発掘発信事業 2,469 0209
【繰越明許
費・地方創
生】

195新規 観光情報発信事業 3,500 0720
【繰越明許
費・地方創
生】

6 健全な行政をみんなが実感できる市民と未来に開かれた「すその」 28事業 2,382,089

№ 区分 事務事業名 事業概要 事業費
事業
コード 備考

196継続 広報紙作成事業 13,880 0209

197増額 ｼﾃｨﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ推進事業 6,087 0209

198継続 東富士演習場無線放送施設設置助成事業 1,048 0298

199新規
キラリと光る裾野ならではのライフスタイル
プレゼン事業

2,895 0209
【第3回補
正・地方創
生】

200
将来
新規

裾野市総合計画等策定事業・国土利用計
画改定事業

- 0222

201継続 ネットワーク管理事業 29,735 0237

202増額
社会保障・税共通番号（ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰ）制度導
入関連事業

35,523 0237

203継続 基幹業務ｼｽﾃﾑ管理事業 131,975 0237

204継続 情報システム管理事業 26,457 0237

205増額 統計調査事業 17,587 0266

206継続 ファイリングシステム支援事業 1,497 0201

　首都圏の屋上緑化の需要に対し、苗木を供給するための環
境整備を行うための実験圃場の整備、機械購入、栽培協力者
への補助及び市場調査等を実施した。。

　裾野駅周辺の活性化と賑わい創出を支援するため、「すその
阿波おどり大会」の事業費を補助する。

　地域の産業経済の発展を図るため、職業訓練や教育訓練を
行う駿東地域職業訓練ｾﾝﾀｰに対し2市1町で運営費を助成す
る。

　地域の消費喚起のため、商工会においてプレミアム付き商品
券（プレミアム率20％）を発行する

　起業や事業拡大を検討している事業者を支援するため、実績
のある相談・支援専門機関と連携して、相談回答を実施する。

　首都圏や地元の大学生、社会人等に裾野市の資源を視察し
てもらい、磨かれる前の資源に着目した新ビジネスを企画提案
するもの。

　すその夏まつりの運営に対して補助する。

　裾野市を内外に発信し、交流人口増加を目的として、観光振
興事業等に取り組む。

　美しい富士山の見えるﾊﾟﾉﾗﾏﾛｰﾄﾞ「遊花の里」において、市民
協働により季節の花を利用した花畑を整備し、観光イベント等
を開催する。

　ﾌｯﾄﾎﾞｰﾙU-12全国大会において、近隣市や関係団体と協力
し、大会運営支援及び来場者へのおもてなしを実施。

　裾野市の眠れる資源や隠れた魅力を発掘し、仮称「厳選・裾
野の魅力」を選出し、映像配信等によるシティプロモーション戦
略を展開する。

　裾野市の観光振興と交流人口の増加を目的として、観光案内
所の機能を充実し、新たな観光事業の創出や戦略的情報発信
を行う。

　月２回広報紙を発行し、市内の出来事、市の取り組みを市民
に広報する。

　市の魅力を創出し、ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ力や認知度のｱｯﾌﾟを図るため、県
内外へ戦略的な情報発信を行う。市ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ“すそのん”
の活用やﾌｨﾙﾑｺﾐｯｼｮﾝなどの充実を図る。

　平成27～33年度までの7年間で市内全域の防災行政無線を
デジタル施設に更新する。平成27・28年度に実施設計を策定す
る。

　移住者向け・生活者向け・就職期の若者向けに、必要な情報
を的確に発信できるよう内容（ｺﾝﾃﾝﾂ）を整理する。

　第4次裾野市総合計画後期基本計画策定及び第3次国土利
用計画裾野市計画改定の調査検討

　庁内LAN回線、LGWAN回線等、庁内外のネットワークを安定
的に運用できるよう、維持管理を行う。

　社会保障・税に関する共通番号制度導入に対応するため、住
民基本台帳ｼｽﾃﾑ及び関連ｼｽﾃﾑを改修する。

　住民記録や税等の基幹業務システムを安定稼働させるシステ
ムの維持管理と更新を行う。

　庁内システムを安定的に運用できるよう保守管理を行う。

　統計法に基づく指定統計及び国勢調査の実施。

　ファイリングシステムの定着を図るよう支援を行う。
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№ 区分 事務事業名 事業概要 事業費
事業
コード 備考

207継続 庁舎維持管理事業 62,985 0219
【繰越明許
費：6,000千
円】

208継続 普通財産管理事業 5,600 0218

209継続 県議会議員選挙費 1,745 0261

210新規 市民課窓口委託事業 23,432 0245

211新規 裾野市総合戦略策定事業 8,532 0222
【繰越明許
費・地方創
生】

212継続 市債償還事業 1,714,696 1201

213継続 新地方公会計整備事業 6,156 0213
【繰越明許
費・2,430千
円】

214継続 裾野市地番図精度向上事業 11,554 0247

215継続 固定資産税等賦課事務事業 19,803 0247

216継続 職員研修事業 5,580 0206

217継続 広域行政推進事業 198 0222

218継続 裾野市海外友好協会補助事業 3,100 0234

219
将来
新規

新斎場基本計画策定事業 1,707 0420

220継続 演習場対策事業 2,699
0675
0676

221新規 消防広域化推進事業 7,046 0920

222継続 議会事務局運営事業 219,392 0101

223継続 監査事務事業 21,180 0280

　　　　　　　　　　　　　　※区分について　将来：将来投資枠事業　　新規：新規事業　　継続：継続事業

　庁舎を使用する職員及び来庁者の利便性向上に務めるよう、
庁舎の維持管理を適切に行い、より効率的に庁舎の機能を保
つ。

　市有地の管理、土地の借上げを行う。

　平成27年4月29日任期満了に伴う県議会議員選挙

　住民票交付などの市民ｻｰﾋﾞｽの向上を図るため、平成27年4
月から窓口業務の外部委託を実施した。

　裾野市におけるまち・ひと・しごと創生に関し、市が講ずべき施
策を総合的かつ計画的に実施するための総合戦略を10月に策
定。

　借り上げた市債について、計画的に償還していく。

　財務4表の作成、固定資産台帳の更新作業委託を実施する。

　演習場使用に伴う利害関係者及び周辺住民との諸問題を解
決するため、国との調整を行うとともに周辺2市1町との連絡調
整を図る。

　消防体制の強化を図るために設置する、２市１町（三島市・裾
野市・長泉町）で共同運用する消防指令施設の運用（平成27年
10月～）、及び広域化協議会の経費を負担する。

　議会の意思決定や、委員会の議論を積極的に情報提供でき
る環境整備を検討、実施し、市民が正確で容易に情報収集でき
る環境を整える。

　各会計の決算の審査、及び財務に関する事務の執行や経営
に係る事業の管理について監査する。

　土地・家屋の正確な位置を表示する地番図（編集図）の精度
向上を図ることにより、課税ﾃﾞｰﾀや各種図面の精度向上を実施
する。

　土地，家屋，償却資産等の賦課・不動産鑑定・システムリース
等。

　多様な行政課題や市民ニーズに対応できる人材を育成する
ために、職員に対して研修を行う。

　近隣市町で広域的に連携してできる事業を実施。

　姉妹都市ﾌﾗﾝｸｽﾄﾝ市への小中学生の短期派遣事業や国際
交流ﾌｪｱ及び各種講座などの開催を通じ、国際交流の推進や
市民の国際感覚の向上を図った。

　斎老朽化した斎場を更新するため、裾野市と長泉町が共同で
火葬施設を整備することについて調査と検討を実施。
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